
町内循環バス運行事業        

5,398 万 6 千円 

ひまわりバスの運賃 

無償化(継続) 

 

 

 

 

 

   

●介護保険条例一部を改正する条例 （全会一致で可決） 

  低所得者にかかる介護保険第 1 号被保険者保険料引き下げ等により、令和 6 年度から令和 8 年 

度までの被保険者保険料率及び保険料段階の基準所得金額の見直しを行う必要が生じたため。 

 （令和 6年 4 月 1 日から施行） 

 ●下水道条例の一部を改正する条例（全会一致で可決） 

  大阪広域水道企業団給水条例施行規定が令和 6 年 3 月 1日に公布されたことに伴い、 

下水道使用料の徴収について、2 カ月分を一括して徴収することに改正。 

（令和 6年 10 月 1 日から施行） 

 ●教育支援センター条例（全会一致で可決） 

  町内公立小中学校に就学する不登校児童生徒の学習活動に対する支援を 

行うことを目的に設置。 （令和 6 年 4月 1 日から施行） 

●令和 5 年度熊取町一般会計補正予算（第 14 号）（全会一致で可決） 

  物価高騰対応重点支援事業 （給付金・定額減税一体支援分）１億 4,476 万 8 千円 

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した低所得世帯への支援 

・住民税均等割のみ課税世帯：10 万円（1 世帯当たり） 

・住民税非課税世帯及び均等割のみ世帯の 18 歳以下の児童：5 万円（子ども 1人当たり） 

 

★ 議会最終日に令和 6年度一般会計予算の修正動議が出されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和 6 年度一般会計予算、各特別会計予算は、賛成多数及び賛成全員で可決 

一般会計予算 157億 8,571万 2 千円（前年度より増） 

総額  280 億 8,285 万円（前年度より増） 

一般会計の主な歳入             一般会計の主な歳出 

項目 予算額 前年度より 項目（目的別） 予算額 前年度より 

町税 40億3,869万円 減 総務費 19億  259万円 増 

地方交付税 35億8,900万円 増 民生費 72億1,314万円 増 

国庫・府支出金 36億7,495万円 減 土木費 12億2,752万円 減 

繰入金 19億6,985万円 増 教育費 17億5,107万円 減 

町債 3億 8,300万円 減 公債費 9億 6,902万円  増 

 

＜熊取公明党の主張が反映し、実施される主な施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 春 第 84号 熊取公明党 

わたなべ豊子 453-5119 

二 見 ひろ子 452-6584 

 

 熊取公明党 

●予算委員会で熊取公明党から、12項目の意見要望を述べました。 

①防犯対策 ②防災対策（女性の視点で地区別自主防災マニュアル・校区別の避難所運営マニ

ュアルの作成、ペット防災、女性消防団の結成、避難行動要支援者の個別避難計画の策定） 

③妊娠期から子育て期まで切れ目のない子育て支援 ④学校教育（体育館への空調設備、部活

動の地域移行）⑤図書館施設管理 ⑥障がい者福祉 ⑦地域福祉 ⑧公園整備（インクルーシ

ブ遊具）⑨交通安全対策 ⑩公共交通 ⑪観光・交流（駅下にぎわい館の利用促進） 

⑫地方創生推進（ふるさと納税）⑬情報の公開 

民間保育所等助成事業 

240 万円 

保育士の人材確保のため、 

町内民間園への 

就職・就労支援金 

教育支援センター運営事業    

465 万 4 千円 

不登校支援として、 

教育支援センター 

の設置経費 

小学校屋内運動場空調設備整備設計 2,744 万 7 千円 

小学校の体育館の空調設備を進めるための設計 

路面下空洞調査   1,200万円 

住宅地の路面下の空洞を調査 110㎞ 

見守り QR コードシール配布   

26 万 4 千円 

熊取町徘徊高齢者等 SOS 

ネットワークシステムの 

申請者に配布 

熊取公明党の提案の意見書が採択され、各関係省庁の大臣に提出されました！ 

・若者のオーバードーズ(薬物の過剰摂取)防止対策の強化を求める意見書 

・地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー(循環経済)の一層の推進を求める意見書 

令和 6 年度一般会計予算に修正動議が出され、熊取公明党として、賛成をしました。 

（修正動議は賛成多数で可決） 

内容：地域活性化事業の果樹農園支援事業補助金の内、第 3農園の拡張整備費 

（2,645 万８千円）を減額する。 

賛成理由：①第 3 農園の収穫が令和 6 年度より始まる。収穫、収益も確認していない中で

第 3 農園の拡張の予算を承認することは、不安要素がある。 

②ブルーベリー農園拡張は「観光農園の推進」と「ブルーベリーのブランド化」 

と併せて、町内農家さんや新規就農者による休耕地を活用したブルーベリー 

栽培を推進し、農業振興を図るための農業支援を望むため。 

 

   

 


